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研究要旨： 
【目的】肝臓内に障害・老化・形質転換した不適切な細胞が生じた場合、これら不適切な
細胞を除去し肝臓の恒常性を保つ機構が存在すると考えられるが、その実体は不明な点が
多い。我々は免疫系とは独立した異常細胞の排除機構が存在することを発見したので、こ
の機構の解析を目的とした。 
【方法】肝臓のサイズと肝がん抑制を制御する Hippo シグナル伝達経路とその標的分子
YAP に注目した。ROSA マウスや免疫不全 NOG マウス等の尾静脈から hydrodynamic tail 
vein injection (HTVi)法でプラスミド DNA を導入し、活性型 YAP を発現誘導しモザイク
状に異常肝細胞を誘導した。肝臓サイズの測定と共に誘導された異常肝細胞の運命を追跡
した。さらに本細胞応答に関与する遺伝子発現を cDNA アレイによって解析した。 
【成績】活性型 YAP を発現する異常肝細胞が、遺伝子導入後３〜７日で排除されることを
見出した。免疫不全 NOG マウスでも同様の排除現象が観察されたことから、本現象は免疫
非依存的な現象であることが判明した。cDNA アレイ解析の結果、細胞移動や細胞増殖に
関与する遺伝子発現の誘導が観察された。 
【考案】これまで老化した肝細胞が免疫系によって排除されることが報告されていたが、
免疫非依存的な異常肝細胞の排除現象の報告はない。本現象は、肝臓が本来持つ恒常性維
持機構だと推察される。本機構を高める方法は、新たな肝疾患に対する療法に繋がること
が期待される。自己骨髄細胞を用いた療法による効果と関連しているかの検討が重要と考
える。 
 
A. 研究目的 
自己骨髄細胞を用いた療法はその有効性が
示されつつあるが、その作用点は複数ある
と考えられる。肝臓自身が持つ恒常性維持
機構を高める作用もその一つであると考え
られる。それ故、 
肝臓内に障害・老化・形質転換した不適切
な細胞が生じた場合、これら不適切な細胞
を除去し肝臓の恒常性を保つ機構を明らか
にすることは重要である。また、恒常性維
持機構の増強ができれば、予防医学に貢献
できる。それ故、本研究では、我々が新た
に見出した免疫系とは独立した異常細胞の
排除機構の解析を目的とした。 

 

B. 研究方法 
各種のヒトがんに器官サイズを制御する
Hippo シグナル伝達経路および標的分子
YAPが関与することが国内外の研究者から
報告されている。そこで活性化型 YAP をモ
ザイク状に正常肝臓に導入することで、異

常肝細胞を正常肝細胞集団の中に誘導した。
モザイク発現を可能にする hydrodynamic 
tail vein injection (HTVi)法を用いて、マウ
スの尾静脈からプラスミド DNA を導入し
た。野生型 B6 マウスや免疫不全マウス
NOG マウス、細胞運命を追跡可能な ROSA
マウスを用いて、異常肝細胞の運命を解析
した。さらに本細胞応答に関与する遺伝子
発現を cDNA アレイによって解析した。 

 

C. 研究結果 

活性型 YAP を発現する異常肝細胞が、免

疫系の有無に関わらず、遺伝子導入後７日

以内に排除されることを見出した。細胞死

による排除ではなく、管腔側への突き出し

が原因であった。興味深いことに、抜けた

空間を埋めるように代償性増殖も観察され

た。これら誘導された細胞応答は cDNA ア

レイの結果からも支持された。 



 

 

D. 考察 
本研究で、免疫依存性の異常細胞排除機構
に加えて、免疫非依存性の異常細胞排除機
構が存在することが明らかになった。本現
象は、肝臓が本来持つ恒常性維持機構だと
推察される。本機構を高める方法は、新た
な肝疾患に対する療法に繋がることが期待
される。自己骨髄細胞を用いた療法の有効
性の一端はこの機構の能力向上であるかを
検討することは今後の重要な課題であると
考えられる。肝疾患に対する療法のみなら
ず、予防医学への貢献も期待できる。 
 

E. 結論 
成体肝臓が内包する免疫非依存性異常細胞
排除機構を発見した。正常肝細胞集団の中
に異常な肝細胞が生じると作動する恒常性
維持機構と考えられる。本機構に関与する
分子機構の解明が期待される。また、自己
骨髄細胞を用いた療法による効果との関連
が興味深い。 
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